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整備中の斉田上之手線
（学校給食センター付近）

Ｑ
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
歳
出
額

は
、
平
成
20
年
度
の
約
28

億
円
か
ら
、
今
年
度
は
38

億
円
程
度
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
団
塊
の
世
代
が

高
齢
化
す
る
平
成
30
年
ご

ろ
に
は
、
さ
ら
に
多
額
の

歳
出
が
見
込
ま
れ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て

い
く
の
か
。

〈
町
長
〉
平
成
20
年
度
か

ら
赤
字
が
続
い
て
お
り
、

国
保
会
計
の
財
政
調
整
基

金
は
平
成
22
年
度
に
底
を

つ
き
、
ほ
ぼ
な
い
状
態
で

あ
る
。
繰
越
金
も
年
々
減

少
し
て
お
り
、
状
況
は
大

変
厳
し
い
。
国
民
健
康
保

険
税
は
、「
医
療
分
」「
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
」「
介

護
納
付
金
分
」
の
３
本
立

て
と
な
っ
て
お
り
、
医
療

分
は
何
と
か
黒
字
で
推
移

し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
か

２
本
が
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
14
年
度
か
ら
保

険
税
を
据
え
置
い
て
い
た

が
、
見
直
し
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
ど
の
程
度
の
値

上
げ
に
な
る
か
は
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
玉
村
町
の
東
西
を

結
ぶ
東
毛
広
域
幹

線
道
路
（
国
道
３
５
４
号

バ
イ
パ
ス
）が
開
通
し
た
。

接
続
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
計
画
を
問
う
。

〈
町
長
〉
南
北
を
結
ぶ
町

道
３
路
線
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
斉
田
上
之
手
線

は
、
バ
イ
パ
ス
か
ら
新
滝

川
ま
で
の
９
０
０
メ
ー
ト

ル
を
今
年
度
中
に
完
了
さ

せ
る
。
町
道
２
２
０
号
線

は
、
引
き
続
き
東
部
工

業
団
地
ま
で
の
８
５
０

メ
ー
ト
ル
を
整
備
す
る
。

町
道
２
０
７
７
号
線
は
、

斉
田
上
之
手
線
以
北
の
約

４
２
０
メ
ー
ト
ル
に
つ
い

て
測
量
設
計
等
に
着
手
し

た
。Ｑ

農
業
用
水
路
に
ご

み
等
が
投
棄
さ
れ

て
い
る
。
改
善
策
は
。

〈
町
長
〉
か
ん
が
い
期
を

前
に
、
工
場
や
区
民
等
へ

注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

水
利
組
合
や
地
域
が
連
携

し
、
周
辺
の
環
境
を
整
え

る
取
り
組
み
も
実
施
し

た
。
ま
た
、
渇
水
期
は
防

火
用
水
と
し
て
の
通
水
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

Ｑ
２
０
２
５
年
問
題
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
年
に
は
４
人
に
１
人
が
75
歳

以
上
に
な
り
、
医
療
費
・
介
護

費
は
膨
大
な
額
と
な
る
。
当
町

は
ど
う
対
応
す
る
か
。

〈
町
長
〉
国
に
お
い
て
も
「
医

療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」

が
成
立
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

が
示
さ
れ
て
い
る
。
当
町
も
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地※

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
、業
務
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
づ

く
り
は
ど
の
よ
う
に
進

捗
し
て
い
る
か
。

〈
町
長
〉
現
在
４
場
所
の
ふ
れ

あ
い
の
居
場
所
か
ら
申
請
が
あ

り
、
補
助
金
の
交
付
決
定
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
３
ヵ
所
か
ら

申
請
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
町

と
し
て
も
、
地
域
住
民
の
連
携

強
化
の
た
め
、
し
っ
か
り
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
Ｊ
Ａ
た
ま
む
ら
支
店
が

来
年
４
月
に
新
装
オ
ー

プ
ン
し
、
し
ば
ね
支
店
・
じ
ょ

う
よ
う
支
店
が
閉
店
に
な
る
。

歴
史
あ
る
し
ば
ね
支
店
の
跡
地

を
町
で
買
い
取
っ
て
も
ら
え
な

い
か
。

笠 原 則 孝

超高齢化社会への対応はいかに

町地域包括ケアシステムを構築していく 島 田 榮 一

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
。
今
後
の
対
策
は

町
税
収
不
足
を
賄
う
た
め

　

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
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ふれあいの居場所の一つになっているグラウンドゴルフ大会

地域住民の生活道路となっている
たまむら道の駅（仮称）東側の町道

Ｑ
た
ま
む
ら
道
の
駅

（
仮
称
）
が
建
設
さ

れ
る
場
所
は
、
敷
地
の
北

側
が
東
毛
広
域
幹
線
道
路

（
以
下
「
広
幹
道
」）
に
面

し
て
お
り
、
東
側
に
は
南

北
を
走
る
町
道
が
あ
る
。

駐
車
場
は
こ
の
町
道
を
挟

ん
で
東
側
に
設
け
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
が
、
広
幹

道
と
町
道
は
交
差
点
に
な

り
、
道
の
駅
の
出
入
り
口

付
近
は
非
常
に
危
険
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。
町
の

交
通
安
全
対
策
を
問
う
。

〈
町
長
〉
広
幹
道
か
ら
道

の
駅
へ
安
全
に
進
入
で
き

る
よ
う
、
出
入
り
口
交
差

点
へ
の
信
号
機
の
新
設
に

つ
い
て
群
馬
県
警
本
部
へ

要
望
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
広
幹
道
と
町
道
と
の

交
差
点
改
良
及
び
道
の
駅

東
側
町
道
の
一
部
拡
幅
を

行
い
、
大
型
車
両
で
も

安
全
に
進
入
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
地
域
住
民
が
安

全
に
広
幹
道
を
横
断
で
き

る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ
た
ま
む
ら
道
の
駅

（
仮
称
）
の
出
入
り

口
は
東
側
だ
け
だ
が
、
利

便
性
向
上
の
た
め
の
対
策

や
地
域
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。

〈
町
長
〉
西
側
か
ら
車
両

進
入
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

こ
と
は
難
し
い
。
今
後
、

道
の
駅
出
入
り
口
の
増
設

な
ど
を
検
討
す
る
の
に
当

た
り
、
周
辺
道
路
や
主
要

道
路
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な
誘

導
が
で
き
る
ル
ー
ト
選

定
、
大
型
車
両
も
対
応
で

き
る
幅
員
確
保
を
検
討
す

る
。Ｑ

災
害
発
生
時
に
お

け
る
町
の
備
え
と

対
応
は
。

〈
町
長
〉
ハ
ー
ド
面
で
は
、

道
路
・
橋
梁
・
水
道
管
の

整
備
、
雨
水
対
策
な
ど
全

て
の
事
業
が
、
災
害
発
生

に
備
え
た
対
策
と
考
え

る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
今

後
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に

よ
る
緊
急
情
報
一
斉
配
信

の
仕
組
み
を
確
立
し
た
。

〈
町
長
〉
Ｊ
Ａ
の
動
向
を
見
な

が
ら
、
十
分
検
討
し
た
い
。

Ｑ
住
民
は
、
会
議
室
が
な

く
な
る
こ
と
を
心
配
し

て
い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
務
所
を
誘
致
し
、
会
議
室
を

住
民
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
一
石
二
鳥
で
は
な
い
か
。

〈
町
長
〉
慎
重
に
検
討
し
て
み

た
い
。

Ｑ
た
ま
む
ら
道
の
駅
（
仮

称
）
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

〈
町
長
〉
順
調
に
進
捗
し
て
い

る
。

※
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
も
、
住
み

な
れ
た
自
宅
や
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、「
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
・
住
ま
い
」
の
５
つ
の
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
に
受
け
ら
れ
る
支
援
体
制
の

こ
と

渡 辺 俊 彦

た
ま
む
ら
道
の
駅
（
仮
称
）
周
辺
の

　

交
通
安
全
対
策
を
早
急
に
行
う
べ
き
だ

 
町
交
差
点
改
良
や
町
道
の
一
部
拡
幅
を
行
い

　

地
域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る


